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《人ロの動き》

1月末日現在

男2，811（±O）　女2，850（＋1）

出生1　死亡4　転入6　転出2

計5，661（＋1）　世帯数1，599（±O）
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松代城（鉄人レース）

一城の主に1
／途中、駅前広場には関所破り、長命寺

橋手前には地獄谷渡りが待ちうけます。

クロカンスキー、狩猟できたえている貴

方の健脚の見せどころです。

（防雪長ぐつが必要です。）

　申込みは

　　　後日回覧します。

　　　　　　　　　　＿溌終讐

　　　　　　関所破り
、、，　　　　　　＼

し　けロロ　しし

1阿，，回，1，1置，，

』1L，囲　，阿l　l，，　　　　　　□駅予定地

　ロロじロ　　ヨロリ

　＿llll、，囲，

　　　　　　　　　　ず　ロ　リ　　ひロじじロ

131「1，！　　　1　　　1’帰11“
1
酢

ll－1”llll擦　　　　　　　　　肚1－III匹：1穐1，，llデー邑llll邑1－i

　：1帰1㌧曇’㌧｛訓・”　　　訓一、陶樋：呂：，、1呂，，，

　　　　“．冠臼酒，．胤憶　　：llllil糊“、
　　　　　　　31：llβ1帰・llll卸lh，，：1眉所　　　邑，：寓婁，回9，1い坑、」1レll

　　　　　　　　l岡認IJ卜1：一IJl慌　　　，，：団，、：賦・国：，、冠

1テージ

ビんど焼

1ユージカル

「H匹の猫」

鷺説諜警ll3厩illl　　1ヒ籍、

講合
グラン瞳

　　鏡割り
　　食いだおれ横丁開店

3：00

6：30

8：00

8：30

出陣太鼓
「乗っ取れ！松代城」出発

ミュージカル「H匹の猫」

どんど焼き点火

鳥追いカーニバル

打ち上げ記念花火

　城主（優勝）

　　コシヒカリ1石（2俵半）

　　城主認定証

　城代家老（二位）

　　タテと賞品

　侍大将（三位）

　　タテと賞品

　　　　（コシヒカ1刀Okg十名産そば）

　他に飛び賞、参加賞あり

　　　　　　（完走者のみ）
・一，lllll6

卸蛾』

13日

午前9時

午後3：00
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　　　ll叫11，：Ill：1監：1。ll，，ll，ll』5ン

　　　　　81’，ll，。ll・1：1，：’

食いだおれ　　　駄ll

　　横丁開店
妖怪ランド開場

雪上遊覧
エアポート

　　　（熱気球体験）

スノーマウンテン

　スノーシューター

閉会
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乗っ　れ．ノ

　あなたも一匡
　このレースは主会場の総合体

育館脇を出陣太鼓に送られスタ

ートし、松代城までの標高差16C

m、距離2．2kmを雪中行軍し、最

　　初に松代城に到着した者を

．　　　1年間城主として迎え
コじじ　り　　し

川1一訓．斜　　　　　るものです。
㎞・恩髄：：∴、、　　　　、

．”：諏
一阿．：…：．

，㎞，　回

樋岡“回一
ド　る　　レロ

＼弘，，鴻”

「
越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
」

　
こ
の
冬
、
上
石
杯
争
奪
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
、

町
内
ス
キ
i
大
会
に
次
い
で
の

ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
第
3
弾
で
す
。

　
奇
抜
な
タ
イ
ト
ル
に
興
味
が

ひ
か
れ
ま
せ
ん
か
。

　
雪
ま
つ
り
と
称
し
た
イ
ベ
ン

ト
は
全
国
数
え
れ
ば
き
り
が
あ

り
ま
せ
ん
。
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

長
続
き
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
は
そ
の
企
画
の
如
何

ん
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

“
ま
つ
り
”
の
原
点
は
自
分
で

参
加
し
、
自
分
で
楽
し
む
こ
と

が
大
前
提
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
企
画
プ
ラ
ス
参
加
」
が
、
ま

つ
り
”
を
成
功
さ
せ
る
第
一
歩

な
の
で
す
．

　
こ
の
た
び
の
「
冬
の
陣
」
で

は
乗
っ
と
れ
！
松
代
城
を
主
軸

に
、
ま
た
、
ス
ノ
ー
ワ
ー
ル
ド

で
は
色
々
な
体
験
が
楽
し
め
る

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
早
大
生
他
町
外
者
が

多
勢
参
加
す
る
予
定
で
す
。
み

な
さ
ん
も
是
非
会
場
に
お
い
で

下
さ
い
．

　
新
し
い
流
れ
の
中
に
松
代
丸

も
帆
を
上
げ
て
出
航
し
ま
す
。

進
路
を
し
っ
か
り
見
定
め
一
丸

と
な
っ
て
進
み
ま
し
ょ
う
。

妖怪ランドかまくら

鳥追いカーニバル

雪の迷路で～すどんど焼もあります

　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　鏡割り

　　　　　　　　もちつき
　　　　　　　　　　大会
熱気球にのれます

　上空30mから
　松代を見降ろす

　　鳥の気分です

食いだおれ横丁

エアーポート

塁

雪上遊覧
　総合グランド

●ド　響

松代の

　名産そば、おもち

　　など、いろいろ

　
　
　
す

　
　
に
ま

　
　
ル

　
ビ
れ

車
モ

　
　
一
乗

上　
　
ノ

扁
ヨ
ス
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圃
鶴
繭
鵬
團
騨
闘
畷
幽
醐
驕
閣
圏
閣
魍
嗣
圃

編
懸
鞭
驕
覇
畿
纒
漿
霧
亜
亜
纏

囲
閣
幽
霧
醐
嚢
翻
趨
關
驕
驕
翻
暫
圏
塵
圃

　
　
戦
争
中
の

　
　
　
ふ
る
さ
と
の

　
　
　
　
　
く
　
ら
　
し

　
第
二
次
世
界
大
戦
（
太
平
洋
戦

　
　
　
　
に
っ
し
じ
へ
ん
　
ほ
く
し
じ
へ
ん

争
）
は
、
日
支
事
変
、
北
支
事
変
、

ま
ん
し
ゅ
う
じ
へ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ

満
洲
事
変
と
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
一

か
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゅ
う
ご
ね
ん

括
し
て
こ
れ
を
十
五
年
戦
争
と
新

潟
県
史
で
も
総
称
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
た
ち
ウ
つ

　
昭
和
六
年
九
月
十
八
日
、
北
中

ご
く
し
ん
よ
う
　
　
　
ほ
う
て
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ゅ
う
じ
ょ
う
こ
う

国
藩
陽
（
奉
天
）
東
北
の
柳
条
溝

　
　
　
　
　
ち
ょ
う
は
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
た
ん

で
日
本
軍
の
挑
発
に
よ
っ
て
戦
端

が
ひ
ら
か
れ
て
か
ら
、
止
む
こ
と

な
い
戦
争
の
連
続
が
昭
和
二
十
年

八
月
十
五
日
の
敗
戦
ま
で
だ
っ
た

こ
と
か
ら
そ
の
よ
う
に
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　ヤ

ィ踊舷u召
息久　　、ノ
　　　　ペル、、

　　　れ替

聚亨布
村務寒
哉舐
ゆ楽

松
代
町
史
で
も
こ
の
十
五
年
戦

争
は
な
ぜ
起
こ
さ
れ
て
、
ふ
る
さ

と
か
ら
戦
争
に
征
っ
た
青
壮
年
の

戦
争
体
験
（
田
野
倉
池
田
利
八
さ

　
　
　
　
　
じ
ゅ
う
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
え
い

ん
担
当
）
や
銃
後
（
戦
争
の
後
衛

国
内
の
国
民
の
こ
と
）
の
村
民
生

活
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
こ
ヤ
つ
せ
い

こ
れ
を
是
非
後
世
に
の
こ
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
は
じ
め
に
掲
載
し
た
よ
う
に
、

　
昭
和
拾
一
一
年
起

　
松
代
村
事
務
報
告

永
久

　
　
　
　
松
代
村
役
場

保
存

　
こ
れ
は
大
変
貴
重
な
資
料
で
す
。

役
場
の
古
文
書
の
あ
る
倉
庫
か
ら

鈴
木
益
蔵
氏
（
前
助
役
）
が
探
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ん
さ
ん
し
つ

出
し
て
下
さ
っ
て
現
在
編
纂
室
に

あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
昭
和
十
二
年
か
ら
二
十

年
の
敗
戦
ま
で
の
役
場
記
録
で
、

戦
争
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
に
つ

れ
て
、
郷
土
の
く
ら
し
が
ど
う
な

っ
て
い
っ
た
か
、
よ
く
わ
か
り
ま

す
。

　
　
　
　
し
り
ょ
う
こ
う
も
く

　
数
多
い
資
料
項
目
の
中
か
ら
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
っ
　
し

と
つ
、
生
活
に
必
要
な
物
資
が
戦

争
の
進
行
と
共
に
ど
う
な
っ
た
か

記
し
て
み
ま
す
。

　
昭
和
十
四
年
に
は
衣
料
原
料
の

　
　
　
　
さ
ゆ
り
つ
く
つ

布
類
は
「
窮
屈
」
に
な
り
ま
す
が

砂
糖
、
ゴ
ム
製
品
、
鉛
、
鋸
叙
、

食
用
油
、
酒
等
は
自
由
に
日
常
的

に
買
え
ま
し
た
。

　
昭
和
十
五
年
に
は
、
砂
糖
、
ゴ

ム
靴
、
ゴ
ム
長
靴
、
自
転
車
の
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
く
り
き

イ
ヤ
、
チ
ュ
ー
ブ
、
釘
、
針
金
、

マ
ッ
チ
は
自
由
に
買
え
ず
。
全
国

　
　
　
わ
り
あ
て
は
い
き
ゅ
う
せ
い

町
村
へ
割
当
配
給
制
に
な
り
ま
す
。

　
第
二
次
大
戦
の
始
っ
た
昭
和
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ん
　
ぷ

六
年
に
は
食
用
油
や
酒
、
綿
布
も

配
給
制
に
な
り
ま
す
。

　
昭
和
十
七
・
八
年
に
は
生
活
に

か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ケ
　
　
マ
ス
　
　
か
く

欠
か
せ
な
い
塩
、
塩
鮭
・
鱒
、
学

ど
う
ふ
く
　
　
　
せ
っ
け
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
い
い
と

童
服
、
石
鹸
、
小
麦
粉
、
縫
糸
、

だ
つ
　
し
　
め
ん

脱
脂
綿
、
ミ
ル
ク
、
ミ
シ
ン
糸
、

針
ま
で
配
給
と
な
り
、
女
性
の
ズ

ロ
ー
ス
（
今
で
は
パ
ン
テ
ィ
）
ま

で
村
全
体
で
四
百
二
十
枚
し
か
配

給
さ
れ
ぬ
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
簡
単
に
書
き
ま
し
た
が
、
国
が

戦
争
の
た
め
ガ
マ
ン
し
ろ
、
と
き

　
　
　
　
　
　
ひ
ゃ
く
ひ
ん
も
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
た
配
給
品
約
百
品
目
も
、
昭
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
九
年
、
二
十
年
に
な
る
と
、
砂

　
　
　
　
　
　
ぬ
の
　
　
　
く
き

糖
ガ
タ
減
り
、
布
、
釘
、
針
金
、

し
ょ
う
ち
ゅ
う
　
　
く
つ

焼
酎
、
靴
、
小
麦
粉
、
ミ
シ
ン
糸
、

せ
ん
た
く
せ
っ
け
ん

洗
濯
石
鹸
、
ロ
ー
ソ
ク
、
針
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
ん

配
給
が
中
止
と
な
り
、
国
民
総
貧

ぽ
う
　
　
　
　
　
ぞ
こ
せ
い
か
つ

乏
ド
ン
底
生
活
に
な
り
ま
し
た
。

　
戦
争
と
貧
乏
生
活
。
敗
戦
の
ド

ン
底
生
活
か
ら
国
全
体
が
立
ち
直

り
、
ふ
る
さ
と
の
今
日
の
繁
栄
が

あ
る
の
は
今
日
大
人
の
人
た
ち
の

努
力
に
よ
る
成
果
で
す
。

60
歳
に
近
い
人
か
ら

そ
れ
以
上
、

70
歳
、
8
0
歳
代
の

　
み
な
さ
ん
に
お
た

　
　
　
　
　
づ
ね
し
ま
す
。

●
昭
和
十
九
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
つ
　
べ

・
二
月
一
日
よ
り
ニ
ケ
月
、
宇
部

こ
う
さ
ん
お
き
　
の
　
や
ま
た
ん
こ
う

興
産
沖
ノ
山
炭
鉱
へ
。

・
二
月
一
日
よ
り
女
十
四
名
で
中

　
　
に
っ
そ
う
に
ほ
ん
ぎ
こ
う
じ
ょ
う

頸
城
日
曹
二
本
木
工
場
へ
。

・
四
月
五
日
よ
り
一
年
間
女
五
名

か
し
わ
ざ
き
　
り
　
け
ん
こ
う
じ
ょ
う

柏
崎
理
研
工
場
へ
。

・
八
月
一
日
よ
り
一
ケ
月
男
十
名

　
　
　
お
ヤ
つ
　
み
　
で
ん
　
か

西
頸
城
青
海
電
化
工
場
へ
。

・
同
じ
く
九
月
一
日
よ
り
男
十
名

西
頸
城
青
海
電
化
工
場
へ
。

・
八
月
三
日
よ
り
一
ケ
年
女
三
名

て
い
し
ん
た
い
　
　
　
な
　
こ
　
や
り
く
く
ん
ぞ
う
へ
い
し
ょ
う

挺
身
隊
で
名
古
屋
陸
軍
造
兵
廠
へ
。

・
十
一
月
十
五
日
よ
り
男
十
五
名

き
ん
ぽ
う
た
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ざ
ま
ぐ
み

勤
報
隊
で
中
魚
沼
郡
吉
田
村
間
組

し
な
　
の
　
か
わ
し
ゅ
ら
よ
う
じ
ょ

信
濃
川
出
張
所
へ
。

●
昭
和
ロ
一
十
年

・
三
月
二
十
五
日
よ
り
一
年
間
四

　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
け
ん
こ
う
き
ょ
う
か
き

名
の
女
子
挺
身
隊
、
理
研
工
業
柿

峰
工
場
へ
・

．
四
月
一
日
よ
り
九
月
三
十
日
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ん
ろ
う
た
い

（
八
月
十
五
日
で
終
戦
）
勤
労
隊
と

　
　
し
ん
え
つ
　
か
　
か
く

し
て
信
越
化
学
直
江
津
工
場
へ
一

　
　
こ
ヤ
つ
た
い

ヶ
月
交
代
で
行
っ
た
人
。

・
八
月
五
日
（
終
戦
十
日
前
）
男

　
　
　
　
　
　
か
た
か
い

一
名
、
三
島
郡
片
貝
村
（
勤
務
場

所
不
明
）
へ
行
か
せ
ら
れ
た
人
。

　
右
の
場
所
へ
行
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

　
く
ろ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
苦
労
く
だ
さ
っ
た
か
た
が
た
が

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
し

お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
私
だ
と
い
う

こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
れ
ん
ら
く
さ
き

　
連
絡
先
は
、
総
合
セ
ン
タ
ー
内

町
史
編
さ
ん
室
の
関
谷
哲
郎
か
、

あ
る
い
は
公
民
館
へ
願
い
ま
す
。

デ
ン
ワ
・
七
ー
二
三
〇
一
で
す
。
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われらの北越北線
走れ／

ゆ
鍼
■融　

響

・
－
饗

、
茶

謡越瀧瀬瞬》
縷1態麺憂

　儀明小6年

中村香織さん

りじヂずり

．の．

開

感
明
ハさ

浮
景
十フ、、

天
年

．中．

狐
査
織

「

北
麟＼

｝
払
皿
　
は
工
△
烹
六
年
畏
㎜
隔

…
し
…
，
礁
，
頭
…
暴
も
…
雀
㎜
が
…
一
ゑ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
．

ど
…
、
　
a

㎜
に
…
耳
込
た
ζ
き
㎜
正
、

一
　
　
一
　
　
　
　
　
甲
　
　
－
　
　
薗
　
　
－
L

と
｝
て
…
も
逆
フ
…
く
互
上
ま
㎜
ー
だ
．
㎜

当’

ド
…
＼
＼
…
の
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曹
　
　
　
喩
　
　
　
一
、

、
朋
遠
紅
、
㎜
あ
の
亟
4

が

藁
の
…
か
…
な
あ
ζ
思
蕊
ま
ず
，

ノ
皿
が
ゲ
…
嵐
ぽ
…
、
㎜
公
㎜
弧
蜀
㎜
t
ノ
清

隻
に
㎜
あ
少

＼

ど
…
て
㎜
々
に
ぎ
や
が

憶
、
妹
ゑ
だ
う
ゑ
乙
概
心
い
｛
窒
す
。
㎜
矛

⑳
ユ
ち
、
…
趣
董
む
…
き
疹
と
思
い
ぎ

　
ド
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す
　
　
㎜
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欺

豪
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楓
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町
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人
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劉
思
麿
き
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よ
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㎝
で
∀
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…

…
当
｝
導
そ
㎜
の
ミ
ろ
百
霧

、
で
蒸
ゑ
血
か
な
あ
￥
…
∠
恩
い
…

め
ま
工
た
…
．
そ
丞
慈
，
釜
…
な
誌

を
㎜
閲
濯
…
＋
蕉
か
…
・
b
で
孝
輩
ゆ
牒
㎜
日
…
ゑ
は
．

地
質
が
鶏
い
天
・
の
，
狂
・
ノ
饗
ル

ゑ
の
に
㎜
変
な
舌
労
2
ー
で
“

乃
謎
ど
㎜
い
…
ろ
く
又
…
と
㎜
一
君
す
。
…
黛
璽
は
㎜
、

一
亘
に
五
…
工
業
4
烹
や
鍵
黄
な
い

そ
う
o
す
｝
．
』
…
…
㎜
…
『

そ
で
む
、
…
h
ン
哀
ル
エ
…
．
㎜

…
、
…
城
、
麺
質
に
負
墨
R
，
ど

日
…
が
…
ん
…
ぱ
っ
㎜
ヱ
酷
・
h
っ
…
し
薄
ス
ひ
㎜

う
で
す
．
…
だ
…
力
…
ら
，
開
遡
が
少

　
　
　
　
　
　
　
一

お
く
…
ゑ
か
…
む
工
煮
ま
せ
…
ん
が
　
、

な
…
ど
が
な
る
よ
至
に
…
や
恩
い
ぎ

　
いす

．
爽
越
兆
線
蹄
遜
の
…
た
…
防
畏
、

・
＼
塾
か
ら
惹
、
要
土
虞
妥
事
玄
耀

め
、
…
が
ん
…
依
っ
…
ヱ
は
薫
じ
塾
㎜
。

モ
』
、
氷
覧
…
北
繰
が
開
工
た

　
…

ら
…
、
…
イ
…
県
よ
う
㎜
慕
　
軍
K
…
衆
り

た
い
ど
思
．
㎜
て
塾
ま
ず
。
私
．
颪

…
ん
な
、
…
㎜
米
の
…
鎚
￥
…
、
超
綿
“
窯
秦

し
…
蓑
し
、
三
旦
五
早
く
開
、
…
す

　
　
一
　
　
…

ゑ
玄
と
…
芝
、
癒
．
で
い
巷
｝
．
㎜



こうほう・まつだい（63．2月号）III”IIII”II”IIlllIIII”IIIIIIllIIll”iIIIll”Ill”lll”Illl”Illl”II”””II”III””1””””ill”Ill”1”1”1””ll”ll”””””lll”6

　
　
　
　
松
代
町
書
初
め
展

　
松
代
町
教
育
振
興
会
、
松
代
町
公
民
館
主
催
の
書
初
め
展
が
一
月
十
五

日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
三
日
間
、
町
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

各
学
校
か
ら
選
出
さ
れ
た
優
秀
作
品
の
中
か
ら
さ
ら
に
特
選
・
準
特
選
を

選
出
し
表
彰
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
　
　
　
選

〉

柳
敏
仁
（
孟
地
小
一
）

〉
関
谷
由
香
理
（
蒲
生
小
二
）

》
小
堺
あ
ゆ
み
（
蓬
平
小
三
）

》
米
持
　
幸
（
奴
奈
川
小
四
）

》
佐
藤
　
孝
明
（
奴
奈
川
小
五
）

》
村
松
智
恵
美
（
儀
明
小
六
）

》
高
沢
　
　
剛

（
松
代
中
一
）

》
宮
沢
　
正
之
（
松
代
中
二
）

》
市
川
佐
久
美
（
松
代
中
三
）

準
特
選

小
堺
あ
づ
さ

山
岸
　
克
敏

柳
　
真
梨
子

小
堺
み
よ
子

井米山相田
上持本沢辺

真雄和宏一・
吾一子和幸

小
野
島
政
樹

五
＋
嵐
孝
志

柳高高米小
　橋橋持堺
伸幹陽晋文
宏夫子子恵

（
儀
明
小
一
）

（
海
老
分
一
）

（
菅
刈
分
二
）

（
蓬
平
小
二
）

（
寺
田
分
二
）

（
松
代
小
三
）

（
孟
地
小
三
）

（
奴
奈
川
三
）

（
寺
田
分
四
）

（
清
水
小
四
）

（
清
水
小
四
）

（
儀
明
小
五
）

（
奴
奈
川
五
）

（
松
代
小
六
）

（
松
代
小
六
）

（
松
代
小
六
）

関
谷
　
仁
美
（
松
代
中
一
）

小
堺
　
由
昌
（
松
代
中
一
）

小
堺
真
由
美
（
松
代
中
一
）

高
橋
　
将
樹
（
松
代
中
二
）

山
賀
恵
美
子
（
松
代
中
二
）

佐
藤
　
正
子
（
松
代
中
二
）

永
井
　
洋
美
（
松
代
中
三
）

佐
藤
　
　
学
（
松
代
中
三
）

柳
　
志
郎
（
松
代
中
三
）
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昭和62年度　新潟県児童・生徒科学研究発表

輝く県教育長（優秀）賞！

蓬平小学校

小
堺
淳
史

小
堺
　
　
悟

小
堺
あ
ゆ
み

若
井
ゆ
う
こ

小
堺
静
子

　
蓬
平
小
学
校
は
、
児
童
数
二
十

名
の
極
小
規
模
校
で
す
。

　
し
か
し
、
ど
の
子
に
も
伸
び
る

芽
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
特
性
が

あ
り
ま
す
。

　
何
か
を
調
べ
る
こ
と
が
好
き
な

子
。
問
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
す

ば
ら
し
い
知
恵
を
出
す
子
。
も
の

を
作
る
の
が
上
手
な
子
。
紙
や
図

表
を
か
く
の
が
す
き
な
子
。
発
表

が
上
手
な
子
．

　
長
い
夏
休
み
の
間
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
子
ど
も
が
自
分
の
得
意
を
発

揮
し
、
協
力
し
合
っ
て
ア
リ
の
生

態
し
ら
べ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

そ
の
努
力
と
研
究
の
成
果
が
認
め

ら
れ
て
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
一
人
一
人
の
力
は
小
さ
く
て
も

そ
れ
を
一
つ
に
合
わ
せ
る
と
、
す

ば
ら
し
い
力
を
発
揮
で
き
る
の
で

す
。

今
旧
も

今
夜
も

の
m
用
、
心

防災

ジ㎎一欝⑱

お
年
寄
り
と
子
供
を

　
　
　
　
　
　
　
火
災
か
ら
守
り
ま
し
よ
う

　
降
雪
期
に
な
り
火
気
を
取
扱
う

機
会
が
多
く
な
り
火
災
も
多
発
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
痛
ま

し
い
火
災
の
犠
牲
に
な
る
の
は
、

老
人
・
子
供
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

一
人
一
人
が
注
意
し
、
火
災
を
出

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
老
人
・
子
供
は
で
き
る
だ
け
避

　
難
し
や
す
い
場
所
に
寝
か
せ
ま

し
よ
・
つ
。

　
　
　
　
＼

難
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
．
．

　
　
　
　
　
　
“
・
）

○
老
人
・
子
供
だ
け
を
残
し
て
外

　
出
し
な
い
こ
と
。
ど
う
し
て
も

外
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

　
合
は
、
隣
近
所
に
お
願
い
を
し

　
ま
し
ょ
う
。

○
寝
る
前
、
外
出
前
に
は
必
ず
火

　
の
元
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
常
日
頃
か
ら
火
災
予
防
に
つ
い

　
て
家
族
内
で
話
し
合
い
ま
し
ょ

・
つ
。

4

　
　
，
○
飾
、
、
r

　
　
’
ノ

　
　
冠
、

響
ぐ
違
…
…

“
　
　
、
、
、

　
　
　
∴
．
一

．
、
、
9
。

巳
）

三
三
　
　
　
三
一

此
の
用
心

（葱
詣
　
溢

亥
／
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税金

の串

魯
、
身
シ
T
．
ズ
ン
で
す

　
昭
和
62
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
は
、
2
月
1
6
日
か
ら
3
月
1
5

日
ま
で
で
す
。
こ
の
期
間
高
田
税

務
署
で
も
土
曜
日
の
午
後
と
日
曜

日
を
除
き
毎
日
行
っ
て
い
ま
す
。

又
、
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
の
た

め
に
、
2
月
1
7
日
か
ら
2
月
1
8
日

ま
で
署
の
職
員
に
よ
る
出
張
納
税

相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
方
に

は
事
前
に
相
談
日
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
な
お
一
般
の
申
告
者
に
も

事
前
に
相
談
日
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。　

　
正
し
く

　
　
　
お
早
目
に

　
所
得
税
は
、
自
分
の
所
得
の
状

況
を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
納
税

者
が
、
自
ら
税
法
に
従
っ
て
自
分

の
所
得
と
税
額
を
正
し
く
計
算
し

て
申
告
し
、
納
税
す
る
と
い
う
申

告
納
税
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

昨
年
一
年
間
の
所
得
と
税
額
を
正

し
く
計
算
し
、
早
め
に
申
告
と
納

税
を
行
っ
て
下
さ
い
。

所得税の確定申告は
正しく
　　　　　　　　ぐ＼お早めに。、

　　故意に不正な申告をすると35％か

　　ら40％が加算されます。
監一山閣』・，Io一’1。．・一II一一Il一．ol・’陰Ilり。II”』巳一1’』11』、一1臼o・5閣，．・1山1。』臼・IIo一』1一一一1一”。1，，一〇1・・』葛，一lIII・』5一，，51－IIIl，III髄』1一，，』川辱閣監｝，1川5閣，，，IIlI閣1量一10臼・・』噺，一，1一・・’

型
一
．
層
．
一
i
一
．
一
．
響
｛
．
一
．
一
一
ー
一
－
－
9
一
一
三
り
．
．
．
一
ー
．
．
｝
．
一
｛
一
層
騨
響
一
｛
一
．
．
一
一
｛
一
層
曹
雪
ず
＝
一
－
一
’
三
一
．
．
．
f
＝
．
．
．
f
…
り
．
f
三
．
．
’
三
一
一
．
り
ず
…
一
ノ
ミ
．
ノ
㌔
・
ノ
㌔
」
一
＝
㌔
ノ
㌔
・
・
一
…
冒
三
孔

申
生
目
白
目
は

　
　
自
　
分
　
で

　
　
　
書
き
ま
し
ょ
う

○
税
務
署
か
ら
の
書
類
を
見
な
が

　
ら
記
入
し
て
い
く
と
、
簡
単
に

　
記
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

　
ま
す
。
何
も
書
か
ず
に
持
っ
て

　
来
る
人
が
あ
り
ま
す
が
、
他
の

　
人
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
の
で
、

　
記
入
で
き
る
限
り
自
分
で
記
入

し
て
下
さ
い
．

○
農
業
や
営
業
の
よ
う
な
事
業
所

　
得
が
あ
る
人
は
、
収
支
内
訳
書

　
を
必
ず
提
出
し
て
下
さ
い
。

○
医
療
費
控
除
の
あ
る
人
は
、
領

　収書を

整
理
し
合
計
額
を
正
確

　
に
記
入
し
て
下
さ
い
。

納
税
は
納
期
内
に

　
1
便
利
な
振
替
納
税
を
1

　
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納

期
限
は
、
申
告
期
限
と
同
じ
3
月

15

日
ま
で
で
す
。
期
限
内
に
納
税

を
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

　
ま
た
安
全
で
手
数
の
か
か
ら
な

い
振
替
納
税
を
お
勧
め
し
ま
す
。

相
談
日
に
銀
行
あ
る
い
は
農
協
の

通
帳
を
持
参
さ
れ
る
か
、
口
座
番

号
を
間
違
え
な
い
よ
う
書
い
て
来

て
い
た
だ
き
印
鑑
を
持
参
し
て
下

さ
い
。

自
分
の
所
得
ぐ
ら
い

自
分
で
計
算
し
な

　
　
　
　
　
く
て
は
．
：
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所得税が

還付されることも

あるんですよ

会社からもらった　＼＼

＼源泉驚灘義

　
出
稼
ぎ
な
ど
に
よ
り
給
与
か
ら

源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
る
人
で
、
農

業
所
得
等
と
合
算
し
て
所
得
を
計

算
し
て
も
税
金
が
戻
る
人
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
納
税
に

な
る
方
と
は
別
に
、
後
日
還
付
日

を
設
け
ま
す
の
で
、
回
覧
等
を
ご

覧
の
う
え
決
め
ら
れ
た
日
に
申
告

し
て
下
さ
い
。

o
雑
損
控
除
に
よ
る
還
付

　
火
災
、
風
水
害
な
ど
の
災
害
や

盗
難
な
ど
に
よ
り
住
宅
や
家
財
に

損
害
を
受
け
た
場
合
は
、
羅
災
証

明
等
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
雪
お

ろ
し
費
用
の
場
合
は
、
5
万
円
を

超
え
た
分
だ
け
控
除
さ
れ
ま
す
の

で
注
意
し
て
下
さ
い
。

す
。
た
だ
し
昭
和
62
年
中
に
支
払

っ
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

　
O

￥尊だく意注ご

次のような費用は
医療費として認められません

①医師や看護婦に対する謝礼

②美容整形や健康診断の費用

③薬事法上の医薬品以外の薬や健康食

　品の購入代金
④単に体調を整えるためのマッサージ

⑤歩行困難、重症などの場合以外の夕

看
形
上
入
調
難
代
遠
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
　
一

師
容
事
の
に
行
シ
視

医
美
薬
品
単
歩
ク
近
ネ
入
具

①
②
③
　
④
⑤

⑥近視、遠視、乱視などの矯正用メガ

　ネ・コンタクトレンズの講入代金
⑦入院中の身の回り品（寝巻き、洗面

　具など）の購入代金

o
医
療
費
控
除
に
よ
る
還
付

　
医
師
等
の
領
収
書
（
保
険
金
な

ど
の
補
て
ん
金
は
除
く
）
や
、
医

薬
品
等
の
領
収
書
な
ど
に
よ
っ
て

計
算
し
た
合
計
額
が
、
5
万
円
以

上
ま
た
は
、
所
得
の
5
％
を
超
え

て
い
る
場
合
は
、
そ
の
超
え
て
い

る
額
が
、
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

o
住
宅
取
得
特
別
控
除
と
は

　
本
人
が
住
む
た
め
の
住
宅
を
住

宅
ロ
ー
ン
等
を
利
用
し
て
新
築
又

は
購
入
し
て
入
居
し
た
場
合
で
次

の
用
件
に
当
て
は
ま
る
時
は
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ω
対
象
と
な
る
住
宅
は
、
1
2
坪
以

　
上
6
0
坪
以
下
の
住
宅
で
あ
る
こ

　
と
で
す
。
た
だ
し
高
床
式
住
宅

　
の
場
合
は
、
床
下
部
分
を
除
い

　
た
面
積
で
判
定
し
ま
す
。

ω
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
分

　
の
合
計
所
得
金
額
が
一
〇
〇
〇

　
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
で
す
。

⑥
添
付
書
類
は
、
住
民
票
、
登
記

　
簿
謄
本
、
請
負
契
約
書
、
金
融

　
機
関
が
発
行
す
る
「
借
入
金
の

　
年
末
残
高
証
明
書
」
等
で
、
高

　
床
式
住
宅
で
あ
る
場
合
は
、
そ

　
の
旨
を
証
す
る
安
塚
土
木
事
務

　
所
等
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

取得　時　期 控除額の計算 最高限度額 控除期間

住 昭和62年1月1日 その年の12月31日現在の
ー
宅
取

～ 借入金の残高（公的機関 20万円 5　年
得 昭和62年12月31日 の場合半額）×1％
特
別

昭和61年1月1日
控 ～ 同　上 20万円 3　年
除 昭和61年12月31日

昭和60年10月1日
同上あるいは同下の 20万円ある

　　　～
昭和60年12月31日

有利な方を選択 いは15万円 3　年
f主

宅 昭和60年1月1日 その年の
取
　
与 ～ 借入金等一30万円 ×18％ 15万円 3　年
控
i；余 昭和60年9月30日 の返済額

税の相談ぽ
お気軽繕

高田税務覆
《0255纏謄翻醐

役場税務課鱗

　磁縄2紛

税
の
橋
み
海
な
で
か
騰
よ
う
国
の
驚
め

松
代
中
二
年
柳
　
　
努
く
ん

税
緯
関
す
る
標
語

　
　
　
　
　
税
務
暑
長
賞
受
賞
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松代町の

野鳥

シ
リ
ー
ズ
⑫

　
木
立
ち
の
上
で
、
の
ど
か
に

　
　
デ
デ
ッ
ポ
ッ
ポ

　
　
　
デ
デ
ッ
ポ
ッ
ポ

と
鳴
き
、
松
代
町
で
は
、
ヤ
マ
バ

ト
と
呼
ん
で
い
る
。
キ
ジ
バ
ト
は

ハ
ト
目
ハ
ト
科
に
分
類
さ
れ
、
松

代
町
で
は
、
普
通
に
見
ら
れ
る
鳥

の
一
種
で
す
．

　
キ
ジ
バ
ト
は
、
従
来
人
里
に
棲

息
し
て
い
て
も
用
心
深
く
、
近
く

で
ゆ
っ
く
り
観
察
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
近
年
個
体
数

も
増
加
し
、
市
街
地
で
も
、
ご
く

普
通
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

全
国
的
に
も
、
生
息
数
が
多
く
な

っ
て
い
る
鳥
の
一
種
で
、
標
高
一

五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
山
や

樹
木
の
少
な
い
繁
華
街
の
街
路
樹

な
ど
で
も
繁
殖
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
キ
ジ
バ
ト
は
、
頭
部
は
ぶ
ど
う

色
を
お
び
た
灰
褐
色
、
背
面
は
、

赤
褐
色
で
、
う
ろ
こ
状
模
様
、
腹

キ

ジ

マ　
　
　
ト

ノ

　
　
松
　
・
水
　
　
涜

か
ら
尾
に
か
け
て
は
青
味
が
か
っ

た
灰
色
で
、
頸
側
部
に
青
灰
色
と

黒
色
の
横
し
ま
模
様
の
班
が
あ
り

嚇
は
、
黒
鉛
色
、
脚
は
紫
赤
色
で
、

光
線
の
当
り
方
で
は
、
こ
れ
が
キ

ジ
バ
ト
か
と
思
う
ほ
ど
の
美
し
さ

に
な
る
こ
と
か
あ
り
ま
す
。

　
キ
ジ
バ
ト
は
、
他
の
鳥
と
ち
が

っ
て
、
繁
殖
期
間
が
長
く
、
三
月

こ
ろ
か
ら
、
一
一
月
こ
ろ
ま
で
数

回
繁
殖
し
ま
す
、
こ
れ
は
、
一
回

当
り
二
卵
で
あ
り
、
餌
は
年
間
通

じ
て
得
ら
れ
る
植
物
性
で
あ
り
、

子
育
て
の
た
め
に
、
特
別
の
嘆
の

う
（
人
間
で
は
胃
袋
）
が
あ
る
こ

と
か
ら
で
、
筆
者
自
身
柏
崎
市
で

勤
務
し
た
昭
和
四
四
年
こ
ろ
の
一

一
月
中
旬
、
町
の
人
に
、
「
鳥
が
巣

を
作
っ
て
い
る
か
ら
見
て
く
れ
」

と
言
わ
れ
、
イ
チ
ョ
ウ
の
木
の
技

に
、
二
羽
の
雛
を
育
て
て
い
る
本

種
を
観
察
し
た
こ
と
が
あ
り
、
雪

が
降
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
と
心

配
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　
キ
ジ
バ
ト
の
営
巣
場
所
の
決
定

権
は
雌
が
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
雌
が
最

終
的
に
場
所
を
決
定
す
る
ま
で
雄

は
、
ナ
ワ
バ
リ
内
の
木
の
茂
み
に

飛
び
こ
ん
で
、
グ
ツ
ー
グ
ツ
ー
と

低
い
声
で
雌
を
呼
び
、
雌
も
茂
み

の
中
に
入
っ
て
、
気
に
入
ら
な
け

れ
ば
出
て
し
ま
い
雄
は
、
雌
の
気

に
入
っ
た
と
こ
ろ
が
み
つ
か
る
ま

で
点
々
と
場
所
を
か
え
ま
す
。
巣

場
所
を
決
定
す
る
の
に
時
間
を
か

け
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
巣
は
、

他
の
鳥
と
ち
が
っ
て
粗
末
こ
の
う

え
な
い
巣
で
、
下
か
ら
巣
を
見
上

げ
る
と
空
が
見
え
る
の
で
す
。
こ

れ
は
樹
技
を
粗
く
組
み
合
せ
て
浅

い
皿
型
の
巣
の
た
め
で
す
。
こ
の

よ
う
な
巣
で
も
雄
が
材
料
集
め
を

し
、
雌
が
四
日
ほ
ど
か
け
て
造
り

上
げ
ま
す
。
最
近
キ
ジ
バ
ト
は
都

会
の
街
路
樹
に
巣
を
作
る
こ
と
が

多
く
巣
材
も
身
近
な
材
料
を
使
う

よ
う
に
な
り
、
筆
者
が
上
越
市
に

勤
務
し
た
時
、
長
女
の
夏
休
み
の

自
由
研
究
に
、
鳥
の
古
巣
を
集
め
、

巣
材
の
比
較
研
究
を
さ
せ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
が
、
樹
枝
よ
り
各

種
の
太
さ
の
針
金
を
、
七
〇
～
八

○
％
を
使
用
し
て
お
り
、
長
女
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き

松
代
郵
便
局
』
等
・
二
等
が
出
る
！

　
昨
年
末
、
松
代
局
で
販
売
さ
れ

た
十
三
万
枚
の
お
年
玉
つ
き
年
賀

は
が
き
の
中
か
ら
、
一
等
と
二
等

の
当
り
番
号
が
そ
れ
ぞ
れ
松
代
町

内
か
ら
出
ま
し
た
。
町
内
か
ら
一
・

二
等
そ
ろ
っ
て
当
り
番
号
が
出
る

と
い
う
珍
し
い
出
来
事
は
、
暖
冬

少
雪
に
次
い
で
明
る
い
話
題
と
な

り
ま
し
た
。

　
「
福
の
神
の
お
帰
り
だ
ぞ
ー
」

　
一
月
二
十
三
日
、
松
代
郵
便
局

で
一
等
賞
品
の
贈
呈
式
を
終
え
た

松
代
の
関
谷
繁
市
さ
ん
（
つ
ね
さ
・

思
わ
ぬ
お
年
玉
に
大
喜
び

56

歳
）
は
、
一
抱
え
も
あ
る
品
物

を
手
に
胸
を
躍
ら
せ
な
が
ら
玄
関

に
入
り
ま
し
た
。

　
家
の
中
で
早
速
荷
を
開
け
る
と

中
の
ト
ラ
ン
ク
大
の
ケ
ー
ス
の
中

か
ら
は
軽
量
小
型
化
さ
れ
た
最
新

の
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
が
。
「
（
使
い
方

を
覚
え
る
ま
で
）
何
日
も
楽
し
ん

で
い
ら
れ
る
ね
。
祝
言
な
ど
に
呼

ば
れ
た
時
に
撮
っ
て
来
た
の
を
家

中
で
楽
し
め
ま
す
。
」
と
大
喜
こ
び

　
奥
さ
ん
の
妹
さ
ん
（
下
山
部
落

か
ら
届
い
た
八
十
数
枚
の
中
の
幸

運
の
一
枚
で
、
そ
れ
が
関
谷
さ
ん

の
一
番
欲
し
か
っ
た
品
物
に
変
わ

っ
た
ん
で
す
か
ら
春
か
ら
縁
起
が

い
い
で
す
ね
．

　
続
い
て
二
等
賞
の
幸
運
を
手
に

し
た
の
は
、
犬
伏
の
山
本
辰
雄
さ

ん
（
お
け
や
・
60
歳
）

　
一
月
二
十
六
日
、
出
稼
中
の
山

本
さ
ん
の
留
守
を
あ
ず
か
る
奥
さ

ん
が
松
代
郵
便
局
で
賞
品
の
イ
ン

ス
タ
ン
ト
カ
メ
ラ
を
受
け
取
り
ま

し
た
。

　
当
選
を
知
っ
た
の
は
、
知
人
か
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／
ビ
ッ
ク
リ
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
巣
材
集
め
は
、
ナ
ワ
バ
リ
内

で
、
行
な
い
そ
れ
以
外
か
ら
は
集

め
な
い
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な

巣
に
純
白
の
卵
を
二
個
産
み
、
一

五
～
一
六
日
間
抱
卵
し
舞
化
し
、

雛
は
、
親
鳥
の
嘆
の
う
（
胃
袋
）

で
作
ら
れ
る
カ
ユ
状
の
、
ピ
ジ
ョ

ン
ミ
ル
ク
を
口
う
つ
し
で
食
べ
て
、

一
五
～
一
六
日
で
巣
立
ち
を
し
ま

す
。　

キ
ジ
バ
ト
の
営
巣
場
所
を
見
つ

け
る
に
は
、
一
つ
の
方
法
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
繁
殖
期
に
巣
の

上
空
で
、
独
特
の
デ
ィ
ス
プ
レ
ー

フ
ラ
イ
ト
を
す
る
か
ら
で
す
。
逆

に
こ
の
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
フ
ラ
イ
ト

を
し
て
い
る
キ
ジ
バ
ト
を
見
つ
け

れ
ば
そ
の
下
に
巣
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
の
で
す
。
沖
縄
県
八
重
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　

群
鳥
の
鳩
離
島
な
ど
で
は
、
木
に

　
　
　
　
〆

　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
！

　
　
　
　
　
　
〆

営
巣
す
る
キ
ジ
バ
ト
が
、
集
団
で

地
上
に
営
巣
し
て
い
る
こ
と
が
見

ら
れ
、
環
境
適
応
力
の
大
き
さ
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
キ
ジ
バ
ト
は
、
　
一
応
留
鳥
と
い

わ
れ
一
年
中
、
同
一
地
域
で
生
活

し
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
、
国

内
を
移
動
す
る
も
の
も
い
る
こ
と

が
標
識
調
査
の
結
果
わ
か
り
ま
し

た
。
　
一
九
八
二
年
五
月
三
〇
日
北

海
道
更
別
村
放
鳥
の
キ
ジ
バ
ト
が

翌
年
の
一
月
六
日
静
岡
県
浜
松
市

で
、
一
九
六
六
年
九
月
一
五
日
柏

崎
市
放
鳥
の
も
の
が
、
一
九
七
一

年
一
月
、
愛
媛
県
三
間
町
で
発
見

さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
国
内

を
移
動
す
る
も
の
も
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
の
で
す
。
松
代
町
の
キ

ジ
バ
ト
は
、
積
雪
期
姿
を
見
る
こ

と
が
少
な
く
な
り
ま
す
が
、
日
本

国
内
を
移
動
し
て
い
る
の
か
も
知

　
　
　
　
　
　
れ
ま
せ
ん
．

　
　
　
　
　
　
　
キ
ジ
バ
ト
の
ナ

　
　
　
　
　
　
ワ
バ
リ
は
、
一
五

　
　
　
　
　
　
〇
メ
ー
ト
ル
四
方

　
　
　
　
　
　
と
い
わ
れ
割
合
少

　
　
　
　
　
　
さ
い
面
積
で
す
が
、

　
　
　
　
　
　
こ
れ
は
た
ぶ
ん
営

　
　
　
　
　
　
巣
場
所
と
餌
場
が

　
　
　
　
　
　
ち
が
う
こ
と
か
ら

　
　
　
　
　
　
で
、
餌
は
ナ
ワ
バ

リ
外
で
摂
る
よ
う
で
す
。
ま
た
ナ

ワ
バ
リ
を
防
衛
す
る
の
は
雄
の
役

目
で
す
。
キ
ジ
バ
ト
を
調
査
研
究

し
た
人
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
抱

卵
は
雌
雄
で
行
な
い
、
雌
は
夜
間

を
中
心
に
一
六
時
間
、
雄
は
正
午

を
中
心
と
す
る
約
八
時
間
、
そ
れ

ぞ
れ
連
続
し
て
抱
卵
し
、
交
代
時

間
は
、
朝
八
時
～
二
時
の
間
に
雌

か
ら
雄
へ
、
夕
方
の
三
時
～
五
時

の
間
に
雄
か
ら
雌
に
交
代
し
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
キ
ジ
バ
ト
の
寿
命

は
ど
の
く
ら
い
と
思
い
ま
す
か
。

数
少
な
い
記
録
で
す
が
、
一
九
六

四
年
九
月
一
五
日
放
鳥
の
も
の
が

一
九
七
一
年
一
一
月
一
三
日
保
護

さ
れ
七
年
二
ヵ
月
以
上
は
、
自
然

状
態
で
生
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。

　
写
真
の
キ
ジ
バ
ト
は
、
夫
婦
で

雄
が
雌
の
羽
づ
く
ろ
い
を
し
て
や

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
雪
消
え
に
な
る
と
、
デ
デ
ッ
ポ

ッ
ポ
、
デ
デ
ッ
ポ
ッ
ポ
と
キ
ジ
バ

ト
の
の
ど
か
な
鳴
き
声
が
聞
け
る

と
思
い
ま
す
。
最
後
に
斉
藤
茂
吉

の
キ
ジ
バ
ト
の
歌
で
こ
の
項
を
終

り
ま
す
。

　
ほ
の
か
な
る
　
通
草
の
花
の

　
　
散
る
や
ま
に
、
哺
く
山
鳩
の

　
　
　
　
　
　
こ
ゑ
の
寂
し
さ
。

〆ら
当
た
り
番
号
を
書
い
た
紙
を
借

り
て
、
さ
ら
に
郵
便
局
の
外
務
員

さ
ん
に
見
て
も
ら
い
当
た
り
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
「
カ
メ
ラ
が
一
台
は
あ
っ
て
も

い
い
ね
」
と
話
し
て
た
矢
先
で
、

現
在
三
人
暮
し
の
山
本
さ
ん
宅
に

と
っ
て
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
カ
メ
ラ

が
楽
し
い
話
題
の
提
供
者
に
な
っ

て
く
れ
そ
う
で
す
。

　
ま
た
三
等
賞
に
は
、

　
松
代
、
柳
卯
一
郎
さ
ん
（
柳
建

材
）
、
松
代
、
坂
井
五
郎
さ
ん
（
鉄

　　昭和63年お年玉つき

年賀はがき当せん番号

■お引換えはお早目に！
　引換期間　昭和63年1月20日～7月19日

建
公
団
）
が
当
り
、
賞
の
「
全
国

の
名
産
五
十
品
」
の
中
か
ら
一
品

も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ひ
ま
を
見
て
年
賀
は
が
き
を
も

う
一
度
見
直
さ
れ
て
は
い
か
が
で

す
か
。

｛

▲夢がふくらむ山本さん

1等

カメラー体型ビデオ
A組 470844

（9三呈鰹社製）

A・B組
共　通

891375
（鵬髪蒲会社製） 659569

104628
2等

A組 下5けた43885インスタントカメラ

（ポラロイド株式会社製） A・B組
共　通

下5けた

　　29103
3等 ふるさと小包 A・B組

共　通
下5けた14830 下5けた48988

下5けた86683

4等 手紙セ　ッ　ト
（封筒・便せんのセット）

A・B組
共　通

下3けた　　　171

下3けた　　　708

5等 お年玉切手シート A・B組
共　通

下2けた

12
下2けた

53
下2けた

63
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．
お
し
ら
せ
ひ
ろ
ば

日
本
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
際
結
婚
講
演
会

日
時
　
昭
和
6
3
年
3
月
1
2
日
（
土
）

　
　
　
午
後
－
時
か
ら

場
所
松
代
町
役
場

講
師
島
田
　
栄
殿

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
、
マ
ニ
ラ

市
在
住
の
島
田
栄
殿
（
マ
ニ
ラ
会

事
務
局
長
）
を
招
い
て
、
日
比
国

際
結
婚
に
つ
い
て
講
演
を
頂
き
ま

す
の
で
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

（
問
い
合
わ
せ
先
は
、
町
役
場
、

総
務
課
、
電
話
7
－
2
2
2
0
）

2
月
は

児
童
手
当
の

　
　
　
　
支
払
月

　
2
月
は
児
童
手
当
の
支
払
月
で

す
。
受
給
者
の
方
々
の
口
座
へ
2

月
1
0
日
㈱
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
の

で
指
定
の
金
融
機
関
（
農
協
な
ど
）

で
受
領
し
て
下
さ
い
。

　
不
明
な
点
は
役
場
福
祉
係
へ

雪
国
の
風
物
詩
募
集

　
雪
国
の
魅
力
を
象
徴
す
る
風
物

詩
（
雪
国
の
自
然
景
観
、
雪
国
ま

つ
り
、
行
事
、
雪
国
の
生
活
、
遊

び
、
雪
国
ス
ポ
ー
ツ
）
を
次
の
要

領
で
写
真
募
集
し
ま
す
。

◎
応
募
規
定
は
前
号
の
広
報
に
掲

載
の
と
お
り
で
す
が
、
応
募
票
は
、

応
募
ち
ら
し
に
印
刷
さ
れ
て
い
る

も
の
を
利
用
の
こ
と
。
　
（
応
募
ち

ら
し
は
、
県
内
コ
ニ
カ
カ
ラ
ー
取

扱
店
に
配
布
）

　
入
賞
作
品
以
外
は
返
却
い
た
し

ま
せ
ん
．

◎
応
募
規
格

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
の
四
ツ
切
判
と

し
ま
す
（
サ
ー
ビ
ス
四
ッ
切
判
も

可
）

◎
応
募
締
切

昭
和
6
3
年
3
月
3
1
日
（
新
潟
県
観

光
協
会
ま
た
は
県
内
の
コ
ニ
カ
カ

ラ
ー
取
扱
店
に
作
品
を
提
出
、
郵

送
の
場
合
は
同
日
の
消
印
有
効
）

◎
表
　
彰

ジ
ャ
ン
ル
別
（
雪
国
の
自
然
景
観
、

雪
国
ま
つ
り
、
行
事
、
雪
国
の
生

活
、
遊
び
、
雪
国
ス
ポ
ー
ツ
）
に

写
真
募
集
し
、
表
彰
す
る
。

★
特
選
　
4
名
〔
賞
金
5
万
円
・

賞
状
・
賞
品
（
コ
ニ
カ
望
遠
王
L

X
な
ど
）
〕

★
準
特
選
　
4
名
〔
賞
金
3
万
円
・

賞
状
・
賞
品
（
コ
ニ
カ
マ
ル
チ
ー

7
な
ど
）
〕

★
入
選
　
8
名
〔
賞
金
1
万
円
・

賞
状
・
賞
品
（
コ
ニ
カ
カ
ラ
ー
G

X
一
〇
〇
　
3
6
E
X
　
2
本
な

ど
）
〕

こ塵司法書士に

おまかせください

松代出張所管内

会員氏名　植木　誠一

事務所　松之山町松之山1260－21

電話6－2079

　亡父の遺産を相続するのにどのよう
　な手続をすればよいのでしょうか…

司法書士があなたにかわって相続登記手続を行います。

いよいよマイホームを購入する
ことになりました。

代金完済と同時に確実に私名義

の登記をしたいのですが………

二爪《品這
＞屈

駄雫肥
並

二でバ陰暫1
　　　1

司法書士があなたにかわってあなたの大切な財産（土地・物物

の権利を確保するための登記手続を行います。

取引先が売掛代金を支払ってく
れません。裁判所へ手続きした
いのですが…

♂
」蓉

司法書士があなたにかわって裁判所へ提出する、貸金などの

支払命令の申立書や訴状、差押などの書類を作成します。

★
佳
作
　
若
干
名
〔
賞
金
3
千
円

・
賞
状
・
賞
品
（
コ
ニ
カ
カ
ラ
ー

G
X
一
〇
〇
　
2
4
E
X
　
2
本

な
ど
）
〕

◎
主
催
　
新
潟
県
観
光
協
会
・
新

潟
県

　
協
賛
、
新
潟
県
カ
メ
ラ
商
組
合

・
㈱
コ
ニ
カ
カ
ラ
ー
新
潟
・
コ
ニ

カ
㈱

町
内
将
棋
大
会

と
　
　
き

参と
加こ
費ろ

申
込
み

対
象

試
合

二
月
二
十
八
日
（
日
）

午
前
九
時
よ
り

町
総
合
セ
ン
タ
ー

一
人
五
百
円
（
昼
食
代

と
し
て
、
当
日
徴
収
）

二
月
二
十
五
日
（
木
）

ま
で
に
公
民
館
へ

　
町
内
に
住
む
人
な
ど
ら

　
な
た
で
も
（
小
中
学
生

大
歓
迎
で
す
．
）

　
ブ
ロ
ッ
ク
別
リ
ー
グ
戦

　
上
位
者
は
決
勝
ト
ー
ナ

　
メ
ン
ト
ヘ
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業
種
別
に
新
潟
県
の
最
低
賃
金

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
使
用
者
は
、
最
低
賃
金
額
以
上

の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
最
低
賃

金
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
、

嘱
託
、
臨
時
等
す
べ
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

▽
最
低
賃
金
に
は
、
臨
時
に
支
払

　
わ
れ
る
賃
金
、
各
種
手
当
、
賞

　
与
な
ど
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
時
間
外
、
休
日
、
深
夜
の
労
働

　
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
割
増
賃

　
金
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
新
潟
労
働
基
準
局
長
の
許
可
を

　
受
け
た
場
合
に
は
、
最
低
賃
金

　
の
適
用
除
外
が
認
め
ら
れ
ま
す

▽
使
用
者
は
、
現
在
雇
用
し
て
い

　
る
者
に
対
し
て
、
産
業
別
最
低

　
賃
金
か
ら
適
用
除
外
と
な
っ
た

　
こ
と
を
理
由
に
現
在
支
払
っ
て

　
い
る
賃
金
を
一
方
的
に
引
き
下

　
げ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

＊
1
県
の
最
低
賃
金
に
つ
い
て
の

　
お
問
い
合
わ
せ
は

　
十
日
町
労
働
基
準
監
督
署
（
〇

二
五
七
ー
五
二
－
二
〇
七
九
）

秘

■産業別最低賃金

適用範囲の特例
最低賃金額

県内すべてに適用

時間給

　　　円
444

ニット製造業および
衣服・その他の繊維
製品製造業を除く

486

日給
　　円3，546

3，887

最低賃金の件名

新潟県最低賃金

食料品・飲料・

飼料製造業

4583，657繊維産業

5014，008
木材・木製品・家

具・装備品製造業

速記・筆耕・複写業を
含む5094，060出版・印刷・

同関連産業

電球製造業および
電気計測器製造業を
除く

5114，087
等
動

品
自

製
び

属
よ

金
お
業

・
業
備

械
造
整

機
製
車

飲食店を除く

代理商・仲立業を含む4763，805卸売・小売業

産
　
業

別
最
低
賃
金

※各産業とも次の者は除かれます

　1．18歳未満または65歳以上の者

　2．雇い入れ後6か月未満の者であって、技能習得中のもの

　3．清掃または片づけ等の業務に主として従事する者

　4．その他、産業ごとの業務内容によって軽易な業務に主として従事

　　する者（詳しい業務内容は労働基準局等へお問い合わせを）

11灘顯、11毒i暖　鎌周墾繊、麹灘麟溝

、簿灘鰹華難藻
　　　　　　の顧擁糊融幽壷・馨瞬細
　　　　　　醗螺鰹翻翻、、
　　　　　　、纏罷懲灘鐘瞭繋欝繋懸蕪難議灘縫i騨『『、、

　　　　　譲顯欝響藷盤響蘂欝聯儲糊毒雛鞘鞘轍、i、蹴

　　　　　　、僻搬灘繊難購灘號鶴i灘雛曝垂繋灘繋．・

　　　　　　鎌灘鐙顛1
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　　　　　3月5日で安塚へ統合

　
日
ご
ろ
、
電
報
電
話
の
ご
利
用

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
N
T
T
は
民
間
企
業
と

し
て
発
足
四
年
目
を
迎
え
、
本
格

的
競
争
体
制
突
入
な
ど
、
当
社
を

取
り
巻
く
経
営
環
境
は
き
わ
め
て

厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
二

月
一
九
日
に
三
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
ダ
イ
ヤ
ル
通
話
（
大

阪
・
秋
田
な
ど
へ
の
通
話
）
を
約

一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
値
下
げ
し
ま
す
。

こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
皆
さ
ま
の
ご

愛
顧
が
あ
っ
て
の
こ
と
、
こ
れ
か

ら
も
N
T
T
の
使
命
で
あ
り
ま
す

「
よ
り
安
く
」
「
よ
り
便
利
」
「
よ

り
豊
富
」
な
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め
て
い
く
た
め
に
は
、

よ
り
一
層
経
営
の
効
率
化
が
必
要

と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
方
、
近
年
技
術
開
発
の
進
展

な
ら
び
に
、
こ
れ
ま
で
推
進
し
て

き
た
業
務
の
見
直
し
に
よ
り
電
報

電
話
の
殆
ん
ど
の
ご
用
件
は
お
客

さ
ま
が
営
業
窓
口
に
お
い
で
に
な

ら
な
く
て
も
電
話
で
済
む
よ
う
に

改
善
さ
れ
て
き
て
お
り
、
ま
た
逐

年
道
路
も
整
備
さ
れ
交
通
の
便
も

良
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
N
T
T
で
は
、
こ
の
よ
う
な
諸

条
件
を
ふ
ま
え
、
よ
り
一
層
の
効

率
的
運
営
を
推
進
す
る
た
め
、
こ

の
た
び
松
代
電
報
電
話
局
の
営
業

業
務
を
昭
和
六
三
年
三
月
五
日
、

統合後の電報電話のこ利用法

（
土
）
を
も
っ
て
、
安
塚
電
報
電

話
局
へ
整
備
統
合
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

　
し
た
が
い
ま
し
て
、
そ
れ
以
降

の
電
報
電
話
に
関
す
る
ご
用
命
は
、

安
塚
電
報
電
話
局
が
う
け
た
ま
わ

る
こ
と
に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　

こ
れ
ま
で
、
松
代
電
報
電
話
局

に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
し
た
ご
厚

情
に
対
し
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
．

　
な
お
、
安
塚
電
報
電
話
局
へ
統

合
の
あ
と
も
、
よ
り
一
層
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
お
引
立
の
程
、

●電話の新設、移転のご用命、

　電話料金のお問い合せは、

　　局番なしで……116番へ
●電話の故障は、

　　局番なしで……113番へ
●電報のご用命は、

　　局番なしで……115番へ

●電話番号のお間い合せは、

　　局番なしで……104番へ
　（市外の電話番号のお問い合せは、

市外局番プラス104番へ）

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
電
話
科
金
の
窓
口
支
払
い
を

　
さ
れ
て
い
る
お
客
さ
ま
に
お
か

　
れ
ま
し
て
は
、
郵
便
局
・
農
協
・

　
銀
行
の
自
動
振
替
を
ご
利
用
く

　
だ
さ
る
よ
う
併
せ
て
お
願
い
申

　
し
上
げ
ま
す
．

◎
電
話
料
金
の
お
支
払
は
次
の
機

関
で
取
り
扱
い
い
た
し
ま
す
。

・
郵
便
局

　
　
松
代
郵
便
局
、
室
野
郵
便
局

　
　
山
平
郵
便
局

・
ま
つ
だ
い
農
業
協
同
組
合

．
第
四
銀
行
松
代
支
店

※
そ
の
他
、
他
市
町
村
の
金
融
機

　
関
で
も
取
り
扱
い
い
た
し
ま
す
。

今
月
の
表
紙

　
松
代
小
特
設
国
技
館
で
一
月
二

十
四
日
、
伝
統
の
松
代
相
撲
千
秋

楽
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
三
百
六
十
六
人
の
力
士
の

中
で
、
東
西
の
頂
点
を
極
め
た
の

は
親
町
部
屋
の
孝
志
山
関
（
福
島

孝
さ
ん
・
ま
す
だ
や
）
と
鉄
公
部

屋
鉄
の
道
関
（
北
島
誠
二
さ
ん
・

鉄
建
公
団
）
の
お
二
人
。

仲
々
貫
録
の
あ
る
土
俵
入
で
し
た
。
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鴛擁

翼
認

　
六
っ
つ
の
時
か
ら
十
二
の
年
ま

で
、
片
道
約
三
キ
ロ
の
道
の
り
を

歩
き
ま
し
た
。
峠
小
学
校
を
目
指

し
、
六
年
生
が
先
頭
と
後
尾
に
別

れ
て
、
低
学
年
か
ら
順
に
並
ん
で

登
校
す
る
の
で
す
。
冬
、
雪
の
多

い
時
は
父
兄
の
方
々
が
道
つ
け
を

し
て
く
れ
た
の
を
覚
え
て
ま
す
。

六
年
間
の
登
下
校
の
お
か
げ
で
、

私
の
足
は
す
っ
か
り
た
く
ま
し
く

な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
峠
小
も
、
四
年
前
ひ
っ
そ

り
と
役
目
を
終
え
た
よ
う
で
す
。

　
生
徒
数
の
減
少
が
第
一
の
原
因

で
し
ょ
う
。
実
際
松
代
町
全
体
の

人
口
も
少
し
づ
つ
、
で
も
確
実
に

減
少
し
て
い
ま
す
。

私
の
ふ
る
さ
と

中

　
去
年
の
成
人
式
で
行
な
わ
れ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
帰
っ
て

来
た
い
け
れ
ど
仕
事
が
な
い
為
に

帰
れ
な
い
と
答
え
た
人
が
、
比
較

的
多
か
っ
た
様
で
す
。

　
斯
く
云
う
私
も
そ
の
中
の
ひ
と

り
で
す
。
も
し
も
近
く
に
働
け
る

所
が
も
っ
と
あ
っ
た
ら
こ
の
土
地

に
住
ん
で
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
帰
っ
て
も
、
仕
事
く
ら
い
何
と

か
な
る
一
と
安
心
し
て
言
え
る
町

に
な
っ
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
で

す
ね
。

　
さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
最

近
道
路
の
拡
張
整
備
が
盛
ん
に
行

な
わ
れ
て
い
る
様
な
気
が
し
ま
す
。

太
平
か
ら
田
沢
へ
向
か
う
勾
配
の

急
な
カ
ー
ブ
が
、
見
通
し
の
良
い

広
い
道
に
な
り
ま
し
た
。
交
通
事

故
防
止
の
面
か
ら
見
て
も
あ
り
が

た
い
事
で
す
。
今
年
も
き
っ
と
、

道
路
に
関
す
る
工
事
が
行
な
わ
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
工
事
が
進
め
ら
れ

る
に
従
っ
て
、
上
越
あ
る
い
は
十

沢

美

幸

日
町
な
ど
へ
今
よ
り
も
早
く
行
け

る
様
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
極

端
な
考
え
方
を
す
れ
ば
、
そ
う
云

っ
た
方
面
で
の
就
職
活
動
が
盛
ん

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
も
受
け

取
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

地
元
に
残
り
た
い
者
と
し
て
は
、

ぜ
ひ
期
待
し
た
い
所
で
す
。

　
た
だ
、
そ
う
な
っ
た
場
合
に
心

配
さ
れ
る
事
は
地
元
の
商
店
に
対

す
る
影
響
で
す
。
新
聞
の
チ
ラ
シ

な
ど
を
見
て
も
わ
か
る
様
に
、
ホ

ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
同
じ
も
の

が
安
価
に
手
に
入
る
状
況
で
す
。

こ
れ
か
ら
道
が
整
備
さ
れ
、
も
っ

と
近
く
な
っ
た
ら
今
以
上
に
客
足

が
遠
の
い
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
単
に
、
私
の
考
え

過
ぎ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
少
し

気
に
な
り
ま
す
。

　
真
っ
直
ぐ
な
道
を
作
る
為
に
、

今
ま
で
の
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
は

必
然
的
に
姿
を
消
し
ま
す
。
潰
さ

れ
た
り
、
誰
も
通
ら
な
い
ま
ま
置

き
去
り
に
さ
れ
た
り
す
る
の
で
し

よ
う
。
　
一
度
形
を
変
え
ら
れ
る
と
、

昔
の
状
態
を
思
い
出
す
の
は
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
の
家
の
入
り
口
も
昔
は
階
段

で
し
た
が
、
今
は
の
っ
ぺ
り
と
し

た
坂
道
が
あ
る
だ
け
で
す
。
お
か

げ
で
交
通
事
故
の
件
数
は
、
ぐ
つ

と
減
り
ま
し
た
。
た
だ
、
幼
馴
染

み
の
子
と
何
年
振
り
か
で
会
っ
た

時
、
思
い
出
話
し
を
し
よ
う
と
し

て
も
昔
と
違
う
風
景
の
中
で
は
、

や
は
り
ど
こ
か
物
足
ら
な
い
感
じ

で
少
し
淋
し
い
気
が
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
松
代
町
は
ど
の
よ
う

な
発
展
を
し
て
行
く
の
で
し
ょ
う
。

都
市
化
が
進
め
ら
れ
る
事
に
は
、

大
い
に
賛
成
で
す
。
で
も
そ
の
代

わ
り
に
、
ほ
の
ぽ
の
と
し
た
田
舎

っ
ぽ
い
イ
メ
ー
ジ
を
失
う
と
し
た

ら
、
仕
方
が
な
い
と
割
り
切
れ
る

か
ど
う
か
。

　
と
も
あ
れ
、
な
ん
と
か
人
口
の

流
出
を
防
ぎ
、
明
る
い
方
向
に
変

化
し
て
行
く
事
を
望
み
ま
す
。

　
寒
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
、
皆

様
お
体
を
大
切
に
。讐

　
　
　
　
『

　
　
　
　
号

　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
艦

　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
夢

　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　

　
　
　
　
o
　
　
■

　
　
　
　
　
1

／

戸
籍
の
窓
口

1
／
1
～
1
／
2
0
現
在
受
付
分

幸
せ
多
い
人
生
を
（
結
婚
）

鈴
木
　
修
・
関
谷
房
子

　
　
　
　
　
（
松
代
・
成
田
屋
）

げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
出
生
）

石
田
道
春
　
父
伸
夫
　
母
睦
子

　
　
（
3
男
・
苧
島
・
古
屋
敷
）

ご
冥
福
（
死
亡
）

山
岸
　
源
平

田
邊
　
ト
ウ

小
堺
忠
次
郎

若
月
　
カ
ン

75
歳

（
松
代
・
源
助
）

88
歳

（
寺
田
・
山
田
屋
）

81
歳

（
儀
明
・
ど
て
）

82
歳

（
室
野
・
坂
元
屋
）
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　叉
芸

コ
じ
に

、
、灘恥

、
藩

一

短
歌
歴
史
閉
ず

　
　
　
　
下
山
埋
れ
木

閉
じ
ら
れ
し
分
校
の
歴
史
四
十
年

師
も
子
ら
親
も
泣
く
秋
空
も
泣
く

落
ち
葉
し
て
淡
く
影
ひ
く
鈴
懸
は

今
日
の
閉
校
佗
ぶ
る
如
く
に

甲
高
き
声
交
わ
し
つ
つ
辻
り
ゆ
く

ス
キ
ー
の
児
ら
の
影
さ
え
見
え
ず

人
生
の
残
り
少
な
く
仕
事
多
し
何

先
為
さ
む
と
戸
迷
え
る
日
々

雲
一
片
邪
魔
な
き
今
朝
の
初
日
の

出
こ
の
幸
続
け
世
々
の
果
て
ま
で

　
新
年
初
句
会
抄

百
灯
の
大
石
段
や
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

正
座
し
て
百
畳
の
間
の
寺
年
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

初
売
の
店
の
中
よ
り
初
笑
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

威
勢
よ
き
室
野
太
鼓
や
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弘

一
月
も
十
日
と
な
り
て
雪
荒
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞

初
孫
の
片
言
な
が
ら
初
電
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡

太
々
と
注
文
を
書
く
初
商
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立

威
勢
よ
き
印
伴
天
初
荷
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯

柏
手
を
妻
に
合
わ
せ
て
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静

初
便
り
ひ
ら
け
ば
孫
の
晴
れ
姿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

か
が
り
火
に
顔
照
ら
さ
れ
て
賀
詞

を
述
ぶ
　
　
　
　
　
紅
茶

酒
も
好
き
餅
も
好
き
な
り
今
朝
の

春
　
　
　
　
　
　
　
一
　
元

こ
の
地
に
て
石
段
掃
き
て
年
暮
る

る
　
　
　
　
　
　
　
　
草
　
人

い
た
デ
き
し
ア
ル
バ
ム
め
く
り
年

惜
し
む
　
　
　
　
　
千
登
世

雪
径
を
巡
り
巡
り
て
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
　
水

火
を
放
つ
時
静
か
な
り
塞
の
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

ど
よ
め
き
に
応
え
て
ど
ん
ど
ほ
ぐ

れ
落
つ
　
　
　
　
　
耕
山

か
ん
じ
き
に
温
も
り
残
る
寒
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
人

あ
れ
こ
れ
と
着
ぶ
く
れ
て
居
る
旅

仕
度
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

君ぞ診
余

・

や
村

あ
ゆ

奪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　li

◎
，

多～・諾鳶轟

　　　　。卜廊令の　　　　　　　　，I

’　　　　窃も艶
　　　＠　　　　’　　　　　＼

「
の
万 t画鬼
＼軽稀は〔
参，畝、
麺ま飯、

’
’
’

ジ
怒

0

勅
胡
は

ら
さ
し

か
・
ド
、
の
よ

巨］1べ、伽麟
ノ
◎

〃
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
り
　
　
じ
　

薯
、
6

　
　
　
．
説
彦

　
　
“
‘
　
、
ン

野
に
咲
く
花

ユ
キ
ザ
サ

　
開
花
期
は
五
月
～
六
月
頃
で
、

山
中
の
木
か
げ
や
、
標
高
八
○
○

米
く
ら
い
の
山
林
中
で
比
較
的
か

わ
い
た
と
こ
ろ
で
見
か
け
ら
れ
る

関
田
山
脈
野
々
見
付
近
に
見
ら
れ

る
。　

長
さ
二
十
㎝
～
六
十
㎝
く
ら
い

の
多
年
草
。
茎
は
ま
っ
す

ぐ
に
立
つ
が
上
の
方
が
た

れ
下
が
る
よ
う
に
斜
め
に

な
る
。
上
部
は
毛
が
多
く

ざ
ら
つ
く
。
葉
は
二
列
に

な
ら
ぶ
よ
う
に
た
が
い
に

つ
く
。

　
葉
に
平
行
な
す
じ
が
は
っ
き
り

と
つ
い
て
お
り
、
裏
に
も
表
に
も

毛
が
あ
る
。
茎
の
先
に
穂
の
よ
う

に
白
い
花
が
数
多
く
つ
く
。
花
び

ら
は
六
枚
で
、
お
し
べ
六
、
め
し

べ
一
で
あ
る
。
果
実
は
赤
く
熟
す
。

654321 　
　
　
出
題
　
八
段
　
北
村
昌
男

團
　
●
ヒ
ン
ト
…
盤
上
の
飛
車
が
い
つ
動

　
　
く
で
し
ょ
う
か
。

　
　
m
分
で
2
級
、
5
分
で
初
段
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
駒
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二
三
四
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六
七
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